
 

 

 

 

 

 

 ８月２４日（金）、２学期の始業式を行い、約１ヶ

月ぶりに登校し、お互いに久しぶりに会うことができ

ました。夏休みに時間をうまく使って、充実した時間

を過ごすことができた子どもたちがいたようでした。

子どもたち自身が時間を管理して使い方を決める経

験を行ったことは、今後の生活に活かすことができる

と思います。 

夏休みに、大牟田市出身の北川智子さん（ＪＡＸＡ

宇宙教育センター長、大牟田大使）の話を聴く機会が

ありました。常にポジティブに取り組まれる姿や興味

を持ったことを自分の学びへつなぐ姿勢が印象に残

りました。そして、最後にメッセージとして、「何か

を始めたら最後までやり遂げる」「ちゃんとやる」「遠

回り（軌道修正）しても目標を達成する」「考えるこ

とを大事にして、考え続けてほしい」などを伝えられ

ました。子どもたちに、自分が取り組み活動に対して

「最後までやり遂げる」ことを意識してほしいと考え

ました。そこで、２学期の目標として、「あきらめな

いでやり遂げる。はじめから、あるいは、取り組んで

いる途中に『できない』とあきらめずに、何とか最後

まで取り組む」ことを伝えました。学校生活や家庭 

での生活などで最後まで何とかやり遂げることを意識して、取り組む姿を数多く見ることがで

きることを期待しています。 

 

 

 夏休みに、スポーツや文化活動で子どもたちが活躍していました。大会等を通して、学んだ

ことは、成長の糧になるとともに、今後の学校生活等で活かすことができると信じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 久留米シティプラザで開催された筑後地区中学生吹奏楽コ

ンクールに出場した吹奏楽部の演奏を聴きました。緊張しな

がらも堂々と演奏をしていた１８名の子どもたちが奏でる音

色は、会場の多くの聴衆の方に届いていました。また、８月

１９日（土）は、４年ぶりに開催された上内夏まつりで演奏

しました。上内小学校運動場で演奏をして、地域の方を楽し

ませていました。さらに、演奏後に大きな拍手をいただき、

アンコール演奏をしました。地域のためにできることを実行

できていました。 

 令和５年度南筑後地域未来の地域リーダー育成プログラムに、江頭大輝さん（３年）が参加

しました。８月１日、１１日、１２日の３日間で他校の子どもたちとの交流や南筑後地域で活

躍している人々の話を聴いて、未来の南筑後地域についてグループ発表をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

８月２４日より支援員の先生として、野田侑李先生に来ていただいています。 

 

 

２学期スタート、学校生活を充実できるように。 

 輝く！橘中 第６号  令和５年９月１日 

文責：大向智樹 

【本年度めざす子ども像】自分で考え、判断し、行動する生徒 多様な考えや違いを理解し、他者を尊重する生徒 

【２学期の目標】はじめから、取組の途中にあきらめないで、最後までやり遂げる  

夏休みもいろいろな面で活躍して、輝いています。 

令和５年度筑後地区大会結果 

・新体操 個人総合９位 大城琉花さん（３年） 

・バドミントン（個人戦）中村謙介さん（１年）惜敗 松尾亜子さん（１年）惜敗 

令和５年度福岡県総合体育大会結果 

・卓球（女子個人戦）中島花菜さん（２年）１回戦惜敗 

第４回南筑後地区中学校軟式野球大会 

 １回戦 三橋中勝利 ２回戦 瀬高中勝利 準決勝 宅峰中惜敗 

第２３回筑後地区中学生吹奏楽コンクール（７月２７日 久留米シティプラザ）銅賞 

大牟田市バスケットボール会長杯 準優勝 女子バスケットボール部 

２学期から支援員として、子どもたちの学習のサポートをさせていただきます。 

私も子どもたちと共に、日々学んでいきたいと思います。よろしくお願いします！ 

 僕は夏休みの三日間、「南筑後地域未来の地域リーダー育成プログラム」に参加しまし

た。このプログラムの最終的なゴールとして、未来の地域リーダーを育成するというこ

とでした。 

 一日目の８月１日（火）は、仁田原建具製作所で組子体験をしました。まず、組子と

は細い木片を釘や接着剤を使わずに組み合わせて、模様を生み出す木工技術のことで

す。仁田原進一先生は、伝統技術を引き継ぎ、木の素材を生かした組子細工の光と影の

美しさや様々な形で表現される面白さなど、伝統ある技術や心を伝えたいという思いで

物づくりに挑戦している人でした。 

 二日目は、宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）の北川智子さんの話を聴きました。北

川さんは大牟田出身で現在、宇宙教育センター長をしています。僕が「宇宙旅行が実現

するのは何年後ですか」と質問したところ、「約２０年後には行ける」と答えられまし

た。自分は宇宙に興味があるので、北川さんの話はとても勉強になりました。 

 そして、午後からは八女市に移動し、株式会社うなぎの寝床の渡邊令さんの話を聴き

ました。渡邊さんは、カナダの高校で２年間、世界中の様々な人種の人々と共同生活を

行い、その後、イギリスの大学を卒業されました。そして、海外での経験を活かし、地

方における日本の本質的な魅力を考えて、地域の文化を残すために努めている人です。 

 このプログラムを通して、自分は班の人たちをまとめたり、いろいろな所でリーダー

シップを発揮したりできたのではないかと思います。生きていく上で、今回行った活動

は、とても重要になってくるので、これからもこの活動で学んだことを日常生活で発揮

できるように頑張りたいです。 

【始業式の様子】 

【生徒会スローガン（体育館ステージ掲示）】 

【上内夏まつり演奏の様子】 

新しい先生を紹介します。 


